
奈良市の目指す教育 令和2年5月19日

みずから学ぶ子

とことん学ぶ子 つながり学ぶ子

 課題(興味関心のあること)、学び方、
場所を自分で決定し、Classroomで表明

 Classroomで本日の目標、振り返りを共有
 教員はメンターとして支援
 基本的知識はClassroomやMeetで学習し、

オフラインで議論し深化を図る

自律性・自己決定感
自分で選択して自分で
行動したいという欲求

 オンラインソフト等で、どんどん先に
進む、戻って学ぶ、自分のペースで学
ぶ、自分の方法で学ぶ

 教員はClassroomやMeetでメンターと
して支援、専門家として指導

 学んだことをオフラインで発表・共有

 Meetで自分の学びを紹介
 MeetやClassroomで個人の学びを共有

し、子ども同士が育ちあう
 Classroomで協働学習を進める
 それぞれの研究成果をオフラインでま

とめて発表・共有

オンラインの場に
「同じ時間」に「同じ内容」を
「同じ方法」で、という
従来の学校の場を
用意することへの
懐疑が必要

「同じ場」でなければ
ならないゆえに、
従来の学校では
学びが阻害された
ことはないのか、
という問い

1

有能感・自己効力感
自分に目標を達成する
能力を得たいという欲求

関係性
他者と結びついていたい

という欲求

オンラインを活用した
自律的な学習により、
時間数を過剰に増やす

ことなく、学びを深める。
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みずから学ぶ子

自律性・自己決定感
自分で選択して自分で
行動したいという欲求

2

教科書の該
当ページと
プリントを
Classroomで
連絡・配布

教科書を見
てプリント
を完成し

Classroomで
提出

提出された
プリントを
Classroomで
回収・

チェックし、
Meetで指導

学習してき
た知識をも
とに議論し、
発展的な課
題に挑戦

 課題(興味関心のあること)、学
び方、場所を自分で決定し、
Classroomで表明

 Classroomで本日の目標、振り
返りを共有

 教員はメンターとして支援
 基本的知識はClassroomやMeet

で学習し、オフラインで議論し
深化を図る
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とことん学ぶ子

3

有能感・自己効力感
自分に目標を達成する
能力を得たいという欲求

基礎知識を
もとにオン
ラインソフ
トで各自が
学習

どんどん進
んで学び、
知識・技能
を高める

不確かな知
識・技能を
確かめ、確
実にするた
めに戻って
学ぶ

学んだ興味
深いことを
さらに深め、
広めるため
に学ぶ

Classroomや
Meetを活用
して、子ど
も学びを
メンター

 オンラインソフト等で、どんどん先に
進む、戻って学ぶ、自分のペースで学
ぶ、自分の方法で学ぶ

 教員はClassroomやMeetでメンターと
して支援、専門家として指導

 学んだことをオフラインで発表・共有
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 Meetで自分の学びを紹介
 MeetやClassroomで個人の学びを共有

し、子ども同士が育ちあう
 Classroomで協働学習を進める
 それぞれの研究成果をオフラインでま

とめて発表・共有
4

関係性
他者と結びついていたい

という欲求

「世界遺産
学習」の
テーマを決
める

子ども一人
ひとりが調
査・研究を
行い

Classroomで
共有する

子どもの研
究成果を

Classroomで
互いに批評
し議論する

研究成果を
Classroomや
教室でまと
め発表する

Classroomや
Meetを活用
して、子ど
も学びを
メンター



•【戦術】
ICTを活用した
個別最適化学習・
オンライン学習、
学びの個性化

•【学習指導要領】
知識・技能の習得

•【戦術】
教科融合授業、
探究学習、
プログラミング

•【学習指導要領】
思考力・判断力・
表現力の育成

•【戦術】
PBL(Project Based
Learning)を中心に、
小中一貫教育・
中高一貫校育、
Society5.0時代の教育

•【学習指導要領】
主体的・対話的で
深い学び

•【戦術】
Arts STEM(Science,
Technology,Engineering
and Mathematics )教育、
SDGsを実現する教育、
オンライン教育

•【学習指導要領】
学びに向かう力・
人間性の涵養

[戦略3]

生涯にわたっ
て、主体的・
自律的に学び
続ける人材

[戦略4]

革新的であり、
かつ公平性を
担保した

カリキュラム

[戦略1]

学習時間の
「長さ」から
「質」への
シフト

[戦略2]

質の高い学習
内容と、興味
関心に基づく
探究活動

令和2年5月14日
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